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よ
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■
公
民
館
清
掃

●
六
月
十
四
日
（
日
）
第
一
班
東
の
皆
様

●
六
月
二
十
八
日
（
日
）
第
一
班
西
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
は
、
翌
週
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
清
掃
日
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
防
災
無
線

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
六
月
二
十
日
（
土
）
第
三
・
四
・
五
班

班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
交
代
要
員
を

出
し
て
下
さ
い
。

お知らせ

■
■
来
た
れ
青
年
団
へ
！
■
■

福
島
町
青
年
団
は
新
た
に
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

十
八
歳
～
三
十
歳
の
諸
君
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

秋
祭
り
・
夏
祭
り
・
運
動
会
な
ど
、
青
年
団
は
い
つ
も
町

の
主
役
で
す
。

■
団
長

吉
岡

■
連
絡
先

〇
九
〇

-

七
〇
八
〇

-

二
七
四
三

犬
は
散
歩
を
す
る
と
き
に
は
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
糞
を
し
ま
す
。

犬
の
糞
は
放
置
せ
ず
に
飼
い
主
さ
ん
が

必
ず
持
ち
帰
っ
て
家
で
捨
て
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
他
人
の
敷
地
に
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
も
散
歩
の
マ
ナ
ー
で
す
。
犬
に

と
っ
て
は
好
き
な
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
止
め
る
の
は
飼
い
主
さ
ん
次
第
で
す
。

ペ
ッ
ト
は
た
だ
飼
え
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
こ
そ
飼
い
主
さ
ん
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
子
供
た
ち
が
犬
の
散
歩
を
す
る
場
合
に
も
必
ず

糞
の
始
末
を
す
る
よ
う
に
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

先
日
、
公
民
館
横
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
不
燃
物
と
一
緒
に

乾
電
池
が
指
定
袋
で
捨
て
て

あ
り
ま
し
た
。
以
前
は
乾
電
池

に
つ
い
て
は
不
燃
物
扱
い
で

し
た
が
、
現
在
は
資
源
ご
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
出
す
場
合
は

月
一
回
の
資
源
の
日
（
公
民
館
横
）
ま
た
は
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
中
町
ソ
七
六
・
根
上
く
る
く
る
工

房

土
曜
日
九
時
～
十
二
時
）
に
出
し
て
下
さ
い
。

ご
み
は
能
美
市
よ
り
各
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
る
「
家

庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
を
参
考
に
ル
ー
ル
を

守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
能
美
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
詳
し
い
「
ご
み
の
分
別
一
覧
表
」
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
周
り
に
た
ば
こ
の
吸

い
殻
や
紙
く
ず
が
捨
て
て
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

火
災
や
班
長
さ
ん
の
清
掃
の
負
担
が
増
え
ま
す
の

で
お
や
め
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
ご
み
収
集
が
長
く
行

わ
れ
ず
に
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
袋
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
生
ご

み
を
カ
ラ
ス
が
散
ら
か
し
て
い
ま
し
た
。
お
願
い

で
す
が
、
ご
み
袋
が
あ
ふ
れ
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る

今
現
在
、
地
球
上
で
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
日
々
感
染
情
報
を
目
の

当
た
り
に
す
る
と
気
分
が
滅
入
り
ま
す
ね
。
皆
様
ど

う
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

世
間
は
「
自
粛
」
と
い
う
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
自
粛
と
い
う
言
葉
、
皆
様
ど
う
捉
え

て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
我
慢
、
忍
耐
等
後
ろ
向
き

な
イ
メ
ー
ジ
・
・
・
。

そ
う
で
は
な
く
、
前
向
き
に
捉
え
て
み
て
は
？
こ
の

騒
動
の
の
ち
始
ま
る
新
し
い
時
代
、
素
晴
ら
し
い
未

来
の
準
備
の
為
に
我
慢
し
よ
う
と
い
う
考
え
の
方
が

気
楽
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。

又
、
「
何
か
や
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
」
と
い
う
方
が

少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ

は
割
り
切
っ
て
「
何
も
し
な
い
生
活
を
楽
し
む
」
と
い

う
発
想
も
こ
の
状
況
を
乗
り
切
る
一
つ
の
手
で
は
な

い
か
と
。

そ
う
す
る
と
本
当
の
意
味
で
気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持

つ
事
が
で
き
、
普
段
時
間
に
追
わ
れ
る
日
常
か
ら
で

は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
「
考
え
る
時
間
」
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
が
思
っ
た
事
は
普
段
の
生
活
で
何
気
に
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
事
へ
の
感
謝
で
す
。
普
段
の
生
活
を

維
持
す
る
事
へ
の
貢
献
で
す
。
前
向
き
な
自
粛
生
活

を
実
践
す
る
事
で
す
。

私
達
の
生
活
を
維
持
す
る
為
に
頑
張
っ
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
方
達
の
生
活
を
支
え
る

方
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
ゆ
う
人
達
が
リ
ス
ク
を

承
知
で
頑
張
っ
て
い
る
お
か

げ
で
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も

な
ん
と
か
生
活
で
き
て
い
ま

す
。
全
人
類
が
引
き
籠
る
な
ん

て
到
底
無
理
な
の
で
す
。

医
療
関
係
の
方
々
も
そ
う
で
す
。

一
人
一
人
が
健
康
に
気
を
付
け
て
病
院
に
行
か
ず
に

済
め
ば
、
病
院
に
患
者
が
溢
れ
る
事
無
く
医
療
崩
壊

阻
止
に
繋
が
り
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
負
担
を
減
ら

す
事
に
な
る
の
で
す
。

■
以
下
次
号
■

四
班

田
中
和
彦

■
「
夏
越
の
祓
」
に
つ
い
て

六
月
二
十
二
日
（
月
）
午
後
六
時
よ
り
「
夏
越
大
祓
式
」
を
執

り
行
い
ま
す
。

夏
越
の
祓
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
犯
し
た
日
々
の
罪
や
穢

れ
を
祓
い
浄
め
、
家
内
安
全
を
祈
る
神
事
で
す
。
参
拝
の

方
法
は
「
人
形
」
に
名
前
を
書
き
、
息
を
吹
き
か
け
罪
や
穢

れ
を
封
じ
込
め
て
神
社
に
納
め
て
下
さ
い
。

「
人
形
」
は
後
日
班
長
が
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
家

族
全
員
の
名
前
を
書
き
班
長
に
渡
し
て
下
さ
い
。
お
祓
い

料
は
今
年
か
ら
五
百
円
で
す
。

■
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
に
つ

い
て

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
は
今
回

神
事
を
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

境
内
に
設
置
し
て
お
き
ま

す
の
で
神
社
参
拝
の
折
に

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

■
茅
の
輪
」
の
く
ぐ
り
方

➀
茅
の
輪
の
前
に
立
ち
、

一
礼
し
て
左
廻
り
で
く
ぐ

る
。
➁
再
び
茅
の
輪
の
前

に
立
ち
、
一
礼
し
て
か
ら

今
度
は
右
廻
り
で
く
ぐ
る
。

③
茅
の
輪
の
前
に
戻
っ
た

ら
一
礼
し
て
左
廻
り
で
く

ぐ
る
。

④
最
後
に
茅
の
輪
の
前
に
立
ち
、
一
礼
し
て
ま
っ
す
ぐ
に

く
ぐ
り
神
前
に
進
ん
で
お
参
り
を
し
ま
す
。

「
茅
の
輪
」
は
七
月
五
日
ま
で
設
置
し
て
置
き
ま
す
の
で

無
病
息
災
の
お
祈
り
に
ご
参
拝
下
さ
い
。

■
六
月
十
四
日
（
日
）
午
前
七
時
頃
～

お
洗
濯
物
・
家
庭
菜
園
・
ペ
ッ
ト
な
ど
、

配
慮
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

特
に
ご
要
望
が
あ
り
ま
す
場
合
、
事
前

に
町
内
会
役
員
に
、
ま
た
当
日
、
近
く
に

参
り
ま
し
た
ら
、
お
声
が
け
下
さ
い
。

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
予
備
日

七
月
十
二
日
（
日
）

六
月
は
以
下
を
中
止
と
致

し
ま
す
。

■
お
き
ら
く
カ
フ
ェ

■
の
み
活
倶
楽
部

（
能
美
市
主
催
健
康
教
室
）

■
公
民
館
開
放
き
ら
く
の
日

再
開
時
は
ご
連
絡
申
し
上
げ

ま
す
。

■
五
月
三
十
一
日
（
日
）
午
前

7

時
よ
り

福
島
町
墓
地
清
掃
を
致
し
ま
す
。
尚
、

役
員
の
み
で
の
実
施
と
致
し
ま
す
。

■
六
月
の
百
寿
会
行
事
は
「
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
「
百
寿
会
役
員
会
」
と
も
中
止

い
た
し
ま
す
。

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

🌸

🌸

婦
人
会
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

🌸

🌸

町
の
行
事
へ
の
参
加
や
、
バ
ス
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

入
会
ご
要
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報
を
！

■
会
長

河
村
瑞
恵

■
連
絡
先

〇
七
六
一
・
五
五
・
一
二
五
八

犬
の
散
歩
マ
ナ
ー
は
飼
い
主
の
責
任

ア
メ
シ
ロ
防
虫
の
お
知
ら
せ

昨年の様子

■
五
月
二
十
二
日
（
土
）

福
島
町
会
館
に
て

●
土
木
委
員
会

十
班
中
山
邸
付
近
側
溝
、
泥
が
つ
ま
り
や
す
い
。

対
処
法
、
今
後
検
討
。

●
福
祉
厚
生
委
員
会

安
心
マ
ッ
プ
作
製
は
、
時
節
柄
延
期
。

●
生
活
環
境
委
員
会

・
五
月
三
日
、
町
内
各
所
に
除
草
剤
散
布
。

・
五
月
二
十
四
日
、
西
部
公
園
の
落
葉
清
掃
。

・
六
月
十
四
日
、
ア
メ
シ
ロ
防
虫
（
詳
細
後
述
）。

●
広
報
委
員
会

広
報
、
五
月
二
十
八
日
発
行
予
定
。

●
自
主
防
災
会

防
災
訓
練
は
洪
水
を
想
定
し
て
実
施
検
討
中
。

●
神
社
係

秋
祭
り
実
施
に
つ
い
て
、
各
団
体
と
打
ち
合
わ
せ
予
定
。

神
輿
な
ど
中
止
の
場
合
も
、
神
社
内
神
事
は
実
施
。

●
公
民
館

・
日
帰
り
バ
ス
旅
行
と
夏
祭
り
は
時
節
柄
中
止
。

・
文
化
祭
は
来
年
に
延
期
。

●
生
産
組
合

県
道
沿
い
の
た
ん
ぼ
周
辺
の
再
開
発
に
て
発
生
し
た

左
記
廃
材
を
、
希
望
者
に
お
分
け
致
し
ま
す
。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板
」

百
四
十
×
四
十
×
八
（
セ
ン
チ
）
八
十
五
キ
ロ

＠
三
百
円

高
塚
善
衛
ま
で

五
五
・
一
四
五
九

●
議
会

六
月
八
日
開
始
。
時
節
柄
、
短
時
間
で
簡
潔
に
。

●
そ
の
他

・
七
月
五
日
（
日
）
美
化
デ
ー
・
側
溝
泥
回
収
は

実
施
検
討
中
。

・
第
二
回
班
長
会
、
実
施
検
討
中
。

ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
の
お
願
い

場
合
は
草
や
木
の
枝
な
ど
の

生
ご
み
で
は
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

に
置
く
か
、
一
度
に
出
さ
ず
に

次
回
の
収
集
日
ま
で
小
分
け

に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。


